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Ｎｏ． 意見の概要 意見に対する考え方 

１ １．別記様式その２裏についてですが、○を書く欄が無駄に

縦長で大きすぎると思います。これでは、他事記載等を誘

発しかねないと思います。したがって、同欄を○を書くた

めに必要十分な大きさに修正するべきだと思います。 

 

 

２．別記様式その１裏についても、賛成又は反対と書くだけ

にしては記入欄が大きすぎると思います。 

 

３．別記様式その１裏では、「他」と漢字になっているのに、

同その２裏では、「ほか」と平仮名となっていますが、どち

らかにそろえるべきだと思います。 

【個人】

１．御意見を踏まえ、投票用紙に記載する文字は「○」だけ

であることを考慮し、記載欄を適当な大きさに修正するこ

とと致します。なお、実際の投票に用いる投票用紙は、別

記様式その１に準じて、投票を実施する市町村の選挙管理

委員会が定めることになります。 

 

２．別記様式その２では、投票用紙に記載事項を書きやすい

よう、なるべく記載欄を大きく設けることとしています。

 

３．この省令案における漢字使用は、原則として、常用漢字

表（平成２２年内閣告示第２号）に掲載されているものに

ついては漢字で表記することとしており、「他」についても

常用漢字表に掲載されていることから、漢字で表記するこ

ととしております。ただし、「他」の字については、「その

ほか・・・、」や「特別の場合を除くほか・・・、」のよう

に用いる場合は仮名で書くこととされている（平成２２年

内閣訓令第１号）ことから、この省令案においては、「○の

ほかは何も書かないこと」という文章において仮名を用い

ることとしています。 

２ 投票に記入する筆記用具は鉛筆ではなく、ボールペンなど

消えない物を使用し、きちんと免許、保険証などで本人確認

大都市地域における特別区の設置に関する法律（平成２４

年法律第８０号）及び大都市地域における特別区の設置に関



Ｎｏ． 意見の概要 意見に対する考え方 

をするようにして欲しい。 

【個人】

する法律施行令（平成２５年政令第  号）並びにこれらの

法令において準用している公職選挙法（昭和２５年法律第１

００号）及び公職選挙法施行令（昭和２５年政令第８９号）

では、投票に使用する筆記具については特に規定をしていま

せん。そのため、実際の投票においては、各市町村において

適切と判断する筆記具が用意されることになります。 

また、投票の際の本人確認については、大都市地域における

特別区の設置に関する法律において準用する公職選挙法の規

定により、選挙人名簿（又はその抄本）との対照により行う

こととしています。証明書の類を用いた本人確認については、

こうした証明書がない方もおられることから、そのような確

認を行うこととはしておりません。 

 


